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1. 地域の目指すあるべき姿

1-1．地域の目指す姿について

観光客の行動の多様かつ柔軟な選択肢が提供さ
れ、エリアでのかしこい時間の使い方ができ、地
域内消費の最大化が図られている状態を目指す。
これにより、観光施設の効果的な稼働が促され、
観光地経営の改善が図られている状態を目指す。

行政・観光DMO、宿泊事業者・観光関連施設経
営者のデータを見る力、分析する力が醸成され、
さらに、システムから提供される近未来の需要予
測をもとに、戦略的な取組みを展開、効率的な経
営がされているスマートリゾート（倶知安町観光
地マスタープランp84-89）の実現を目指す。

＜目指す地域の状態＞

✓観光集約マップ(Ⅰ.街ＭＡＰ)、トレイルマップ(Ⅱ.山ＭＡＰ)の運用により、観光客の行動の多様か
つ柔軟な選択肢が提供され、エリアでのかしこい時間（満足度の高い時間）の使い方ができ、地域
内消費の最大化が図られている状態を目指す。
これにより、観光施設の効果的な稼働が促され、観光地経営の改善が図られている状態を目指す。

✓データ収集分析プラットフォームの運用により、行政・観光DMO、宿泊事業者・観光関連施設経営
者のデータを見る力、分析する力が醸成され、さらに、システムから提供される近未来の需要予測
をもとに、戦略的な取組みを展開、効率的な経営が実現できている状態を目指す。
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図 スマートリゾート将来像 （倶知安町観光地マスタープラン）



1-2．中長期的なロードマップ、STEP

Step０
これまで

Step１
実証事業期間

Step２
中期（2027）

Step３
長期（2031）

⚫ニセコエリアの観光の動きに関する一部のデータを収集・表示、解析するシステムを
試験的に構築

【消費者視点】 主要な飲食店の営業状況を把握し、マップ上で消費者等へ提供中。ニセコエリア全山のス
キー場のリフト運行状況をで配信中。

【事業者･DMO視点】主要な宿泊施設の宿泊客データを収集・解析するシステムを構築、自治体・ＤＭＯ・主要
宿泊施設にて運用中。

⚫消費者、事業者・ＤＭＯの両視点からデータを収集・解析、表示するシステムを
構築

⚫ニセコエリアの観光関連情報等のＭＡＰへの集約による冬期における観光客の行
動支援

【消費者視点】 『観光集約マップ(Ⅰ.街ＭＡＰ)、トレイルマップ(Ⅱ.山ＭＡＰ)』の構築、ＷＥＢサイ
トでの情報発信、スノーシーズンのおすすめ時期に関する情報発信

【事業者･DMO視点】『データ収集分析プラットフォーム』の構築と試験活用

⚫システム、及び収集データの拡充と観光客等への提供による冬期の観光行動の質的満
足度の向上

⚫グリーンシーズンの誘客促進
【消費者視点】 『観光集約マップ(Ⅰ.街ＭＡＰ)、トレイルマップ(Ⅱ.山ＭＡＰ) 』 掲載データの拡充、エ

リア内回遊の促進、グリーンシーズン誘客。 スノーシーズンの来訪時期の提案
【事業者･DMO視点】プラットフォーム登録データの拡充と年間戦略の実施

⚫データに基づく各機関での取組の展開

⚫データに基づく年間を通じた魅力発信と誘客の実現＝年間繁閑差の解消
【消費者視点】 リアルタイムデータ・蓄積データを活用した取組による年間繁閑差の解消、グリーンシーズ

ンの来訪時期の提案
【事業者･DMO視点】ＡＩによる詳細需要予測

本
事
業
の

ス
コ
ー
プ
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2018年度 年間宿泊客数（倶知安町・ニセコ町） 年間 922.8千人（延数1,784.0千人）
※コロナ禍前 冬期（11～3月） 452.3千人

2021年度 年間宿泊客数（倶知安町・ニセコ町） 年間 369.0千人（延数 635.7千人）
冬期（11～3月） 167.2千人

2. 地域の申請時の状況

2-1．地域の概要

ニセコエリアは、北海道倶知安町・ニセコ町に跨るスノーリゾートであり、インバウンドが注目さ
れる以前より多くの訪日外国人が来訪し、質の高いリゾート施設・宿泊施設を中心に発展してきたエ
リアである。

✓ ウィンターシーズンの観光コンテンツの
中核となるニセコエリアの各スキー場で
ある。コロナ禍前はキラーコンテンツで
あるパウダースノーを求め多くのインバ
ウンドが来訪した。

✓ スキー場の規模は非常に大きく、リフト
数も多いため、リアルタイムの運行情報
は、観光
客に強く求め
られている。

主要観光地（リゾート施設）

✓ 観光施設・飲食物販施設は、リゾートに
おいてアフタースキーの受け皿となり、
観光客の回遊を促し、滞在中の体験価値
を豊かにするサービスコンテンツである。

✓ ニセコエリアは、様々な事業者がサービ
スを提供する多様性が魅力を生み出す一
方、店舗等の数も多い。

主要観光地（観光施設）

✓ ニセコエリアには、富裕層を対象とし
た高級コンドミニアムや５つ星レベル
のホテルから、温泉宿、コテージ、ペ
ンションまで多種多様な宿泊施設が存
在している。

宿泊施設

主要指標
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2-2．これまでの取組や導入したシステム等

➢ 店舗等空き状況配信MAP VACAN Maps

➢ GPSを用いたバスロケーションシステム

➢ リフト運行状況リアルタイム表示サービス

➢ RoomBossホテル管理システム（PMS）

➢ データ収集・分析プラットフォーム
※デモシステムとして一部機能を導入

➢ デジタルクーポンを活用した旅先納税シス
テム（倶知安e街ギフト KU-KURU）

➢ ニセコアプリ

➢ 観光案内AIチャットボット

導入しているシステム・アプリ

➢ 倶知安町観光地マスタープラン・観光振
興計画の策定（令和元年度）

本地域を中長期的に振興していくために、目指すべき将
来像を示すとともに、それを実現するために必要な方策
を「国際競争力を持つリゾートの要件」として整理され
ている5つの要件に照らして整理

➢ 令和2年度「既存観光拠点再生・高付加
価値化推進事業」

➢ 第三次補正予算訪日外国人旅行者受入環
境整備緊急対策事業費補助金活用

各種調査・計画立案事業

ニセコエリアにおいては、2031年を目指した倶知安町観光地マスタープランにより、観光地のス
マートリゾート化に取り組んでおり、以下に示す各種調査・計画立案事業、及びそれにもとづくシス
テム・アプリの導入を推進している。
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図 VACAN Maps

図 倶知安e街ギフト KU-KURU

図 観光案内AIチャットボット



3. 地域の課題

3-1．地域の課題と対応方針

（１）地域の課題

ニセコエリアにおける地域の主な課題は、以下に示す３点である。

(a) グリーンシーズン・スノーシーズン、スノーシーズン内での繁閑差

(b) 魅力はあるが決して高くはない来訪者の満足度

(c) ＤＸの導入差異による事業者間温度差と相互連携が必要

（２）対応方針

✓ 本事業では、観光集約マップ(Ⅰ.街Map)の構築・運用により、地域イベント情報の発信や季節
ごとのアクティビティ、二次交通の情報、モデルコースなどを表示させることで閑散期における
ニセコエリアへの来訪を考える潜在的需要を顕在化させ、(a)の課題解決を図る。

✓ また、トレイルマップ(Ⅱ.山Map)の改修・運用により、レストハウスの混雑状況やバスロケー
ションを発信し、来訪者のかしこい行動を促すことで、来訪者の滞在中の満足度を高め、(b)の
課題解決を図る。

✓ さらに、宿泊データ収集分析プラットフォームは、エリアの宿泊データを可視化するだけでなく、
先予約（近い将来の需要予測）データを推計し、地域内事業者への提供する。これにより、宿泊
事業者・地域団体等は、データに基づく戦略的取組の検討が可能となる。さらに、地域で個別に
運用されるシステムを統合して構築する観光集約マップ(Ⅰ.街Map)、トレイルマップ(Ⅱ.山
Map)を活用することで、検討した戦略的取組の展開を支援可能となる。これらのシステムを活
用することでDX化に遅れをとっている宿泊事業者・地域団体等の事業者もDX化をスタートでき、
(c)の課題解決を図る。
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3-2．本事業で解決したい課題

(a)グリーンシーズン・スノーシーズンの繁閑差、スノーシーズン内でのプチ繁閑差

ニセコエリアは、コロナ禍前はキラーコンテンツでありエリア特有の経験価値を生み出すパウダースノーを
目当てにインバウンド需要が高まり、名湯百選に選ばれた温泉や夏季のラフティングなど豊かな自然環境を活
かしたアクティビティの開発、富裕層に対応したコンドミニアムやラグジュアリーホテルといった観光施設の
立地が相次ぎ、多様化する観光客のニーズに対応できる魅力的な国際観光リゾート地となってきている。

これにより、スノーシーズンにおいては、多くの来訪者があるが、対するグリーンシーズンでの来訪客は伸
び悩み繁閑差が大きくなっている。また、スノーシーズン内においてもベストシーズンとそれ以外の期間での
繁閑差が見られ、この繁閑差の緩和が必要となっている。

(b)魅力はあるが決して高くはない来訪者の満足度

世界的に魅力のある観光リゾート地として、インバウンド需要も高まったが、個人観光客を対象としたアン
ケートでは、二次交通の不便さや相次いで立地した観光・アクティビティ施設の情報集約が十分ではないこと
や、繁閑差が大きいことから季節従業員に頼らなければならないことに起因したホスト側の従業員教育の不備
によるなかなか上がらないサービス水準も相まって、パウダースノーや自然環境以外の満足度は決して高い状
況ではない。

観光開発のコントロールの課題とともに、受入環境整備と需要平準化によるサービス水準の向上は、ニセコ
エリアの観光・リゾート地としての持続性及び国際競争力強化を考えた際に克服すべき課題となっている。

(c)ＤＸの導入差異による事業者間温度差と相互連携が必要

観光・アクティビティ施設が相次いで立地しているが、その事業規模やDXの取組の導入の差異により、事業
者間の温度差も生じており、DXに不慣れな事業者もサポートするような地域として一体となった観光リゾート
地としての受入環境整備が必要である。

DXに関連した受入環境整備については、地域連携DMO、地域DMO、主たる観光資源提供事業者など、様々
な母体が導入を始めているが、相互の連携が整っているわけではなく、観光客は各コンテンツに別々にアクセ
スしなければならない現状にあるため、集約・一元化した見える化により、使い勝手の向上が必要となってい
る。
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4. 事業内容

4-1．事業目標

観光客変動予報に基づくリコメンドによる冬期
における需要の平準化
・安定的なサービスの提供
・年間通じての安定的な雇用創出
・混雑緩和による顧客満足度向上

目標１

ニセコリゾートエリア全体のリフト運行状況・
レストハウス混雑度等の一括表示による、冬期
における観光行動の最適化
・スキー・スノーボード顧客の満足度の向上に伴うリピーター
の確保

目標２

旅先納税（KU-KURU）の利用促進
・返礼品として地域で利用可能なポイント加盟店舗での利用増
・税収増による地域住民への還元

目標３

■KGI

・冬期おける宿泊施設のプチ繁閑差の解消
※対前年同期間比 減

・冬期休業店舗数の抑制（飲食店等）

※対前年同期間比 減

■KPI

事業期間内の繁閑の平準化（冬季の閑散/繁忙）

※現状48％➡55%（宿泊データより算定）

本事業期間におけるKGI・KPI

■KGI

・リピーターの確保
※リピート意向 50％

■KPI
・冬期におけるリゾート体験満足度の向上
※現状（未計測）➡実証後（６0％）

■KGI

・KU-KURUを経由したふるさと納税額増加
※対前年同期間比 ５％増

■KPI
・KU-KURU公式ウェブサイトへのアクセス数
※対前年同期間比 10％増

（サイト利用者数で観測）
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4-2．実証内容

✓本事業の目的、実施内容の共有化、及び各団体の役割を明確にするため、倶知安町等の行政機関、
地域連携ＤＭＯ、地域ＤＭＯ、地域内事業者、そして地域の様々なデータを扱うＩＴ系事業者によ
るスタートアップ会議を開催した。

1-step ニセコエリアデータ活用体制の構築・合意形成

✓ニセコエリアの観光・宿泊施設の稼働状況、スキー場リフトステータス、飲食店等情報、混雑度情
報、二次交通稼働状況、電子クーポン（旅先納税）利用可能店情報等をＭＡＰ情報として集約した
２つのマップ『観光集約マップ(Ⅰ.街Map)、トレイルマップ(Ⅱ.山Map)』の構築、集約した観光
データを解析する『データ収集分析プラットフォーム』を構築した。

2-step システム開発と地域データ収集スキームの構築

観光集約マップ(Ⅰ.街Map) トレイルマップ(Ⅱ.山Map) データ収集分析プラッフォーム
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✓2-ステップで構築した【観光集約マップ(Ⅰ.街Map)、トレイルマップ(Ⅱ.山Map)】、【データ収
集分析プラットフォーム】の安定した稼働を確認するため、関係者を対象とした試験運用を行った。

✓試験運用では、実データを投入し、データの確実な収集情報、ＵＩ（使いやすさ）、データの見え
方などを確認し、関係者間で協議し、問題点の洗い出しを行うとともに、地域実証にむけて必要な
改善を行った。

3-step 試験運用

（１）広報・ＰＲ

✓ (株)JTBグループのネットワークを活用し、「るるぶ」メディア媒体またはリアル店舗などを通じ
た本システムのＰＲとシステムの利用を通じた誘客促進を図る。

✓自治体、地域連携ＤＭＯ、地域ＤＭＯと連携し、各団体によるプロモーション協力を得て、重点的
な広報を実施する。旅マエの他にも旅ナカにおける宿泊施設内モニター、スキー場レストハウス内
モニターの活用や２次交通車内でのＰＲも予定する。

✓着地においては、上記の他にもアプリやAIチャットボットといったDX関連コンテンツやQRコード
から、地域データポータルへの誘導を促すほか、このダッシュボード自体を地域連携DMOや地域
DMO、索道事業者などの各種webサイトに取り込むことにより、利用促進を図る。

（２）システム運用

✓11月～２月の４か月間において、実際に地域データをリアルタイムで収集し、それぞれのシステ
ムに反映させ、観光客や事業者・DMOへデータ提供を行う。

✓両システムは、それぞれ異なるサーバーで運用するが、情報漏洩防止のための適切な管理の実施、
システムの安定運用のためのメンテナンスを実施する。

4-step 地域実証
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以下の点に留意しつつ、左記に示したKGI・KPIの計測を行う。

✓本年度に構築し、試験運用を行った両システムの有用性を検証するため、利用者（観光客・地域事
業者・DMO等）への意向調査を実施する。

✓観光客へは、Webアンケートによるシステムの利用しやすさ、行動変容への貢献度等について把
握する。

✓地域事業者・DMOに対しては、ヒアリング調査を実施し、データ活用時における問題点、データ
活用を通じた実際の取組みの有無について確認する。

5-step 効果測定

• KGI・KPIでターゲットとしている属性 ➡ 効果検証調査対象
KGI- ① 宿泊者・観光客 ➡ 宿泊者実績、地域内店舗
KGI- ② 潜在的宿泊者 ➡ 潜在的宿泊者
KGI- ③ 旅先納税者 ➡ KU-KURUサイト利用者

KPI- ① 宿泊者・観光客 ➡ 宿泊者実績、地域内店舗
KPI- ② 宿泊者・観光客 ➡ 宿泊者・観光客
KPI- ③ KU-KURUサイト利用者 ➡ KU-KURUサイト利用者

✓ 効果測定の結果を踏まえ、当該システムの有効性について、観光客、事業者・ＤＭＯの両視点か
らとりまとめを行う。

✓ また、当該事業の関係者だけでなく、より多種のデータ、詳細データの収集の可能性、及びデー
タ収集分析プラットフォームの利用に関する地域への訴求方法について検討を行う。

6-step 実証結果とりまとめ・地域訴求

12



4-3．事業スケジュール

時期
実施内容

6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

1-step
ニセコエリアデータ活用体
制の構築・合意形成

2-step
システム開発と地域データ
収集スキームの構築

3-step
試験運用

4-step
地域実証

プロモー
ション

地域実証

5-step
効果測定

6-step
実証結果とりまとめ・地域
訴求

備考 12/5全山
スキー場オープン

13



5. 開発、構築したシステム

5-1．システムの概要

本事業では、３つの事業目標を達成するため、来街者視点での２つのシステム、宿泊事業者・地域
団体向けのシステムの開発・構築を実施している。

14

観光客変動予報に基づくリコメンドに
よる冬期における需要の平準化

ニセコリゾートエリア全体のリフト運
行状況・レストハウス混雑度等の一括
表示による、冬期における観光行動の
最適化

旅先納税（KU-KURU）の利用促進

観光集約マップ(Ⅰ.街Map) トレイルマップ(Ⅱ.山Map) データ収集分析プラットフォーム

開発・構築した３つのシステム

目標１ 目標２ 目標３

観光客変動予報に基づくプロモーション・
施策等の実施

情報提供による観光・宿泊客のかしこい
行動の誘導と滞在満足度の向上

情報提供による観光・宿泊客のかしこい
行動の誘導と滞在満足度の向上

滞在満足度向上に伴う旅ナ
カ・旅アトの納税行動の誘発

連動

システムの運用と活用による目標の達成



観光集約マップ(Ⅰ.街ＭＡＰ)

■カスタマージャーニー

旅マエ
旅アト

（帰宅後・リピート検討）予約前 出発前 ▶ ▶
フェーズ
シーン

旅行者
の行動

①旅先の検索・選択

②旅行期間の選択、宿泊
先・交通機関予約（混ん
でいる？。混雑で現地
で楽しめない？）

③旅先でのアクティビ
ティの予約

①旅先での行動プランニ
ング

②天気予報の確認
(状況により予定変更)

③旅先の混雑状況確認
行動
思考

現時点で
接触できる
ｿﾘｭｰｼｮﾝ

✓旅先検索のきっかけと
なるメールマガジン等

✓観光系Ｗｅｂサイト

✓天気予報Ｗｅｂサイト

✓ＷＥＢサイト（ＮＩＳＥＫＯ
ＵＮＩＴＥＤ）天気･運行
情報

✓ＷＥＢサイト
（HANAZONO）

旅ナカ
アクティビティ中
（観光･体験）

アクティビティ後
(食事・宿泊)

＜通常時(現地到着)＞

①ゲレンデ・ホテル間の移動方法の検索

②空いているゲレンデは？、自身の趣向
にあったゲレンデの検索
（快適にスキーを楽しみたい）

③昼食時、開いている、空いているレスト
ハウスはどこ？

＜悪天候時＞

①悪天候でもスキー以外で楽しめるアク
ティビティ等検索

①食事（夕食）を楽しめるところは？

②夕食後の一杯（Ｂａｒ等）を楽しみたい。

＜翌日の行動予定＞

①明日天気は？。スキー楽しめる？

②スキー以外で楽しめる観光は？

③お土産は何が良い？。ショッピングを
楽しむには？

＜通常時＞
✓ ＷＥＢサイト（ＮＩＳＥＫＯＵＮＩＴＥＤ)シャ
トルバス時刻表

✓ ㈱ニセコリゾート観光協会ＷＥＢサイト、
KU-KURU

＜悪天候時＞
✓ ㈱ニセコリゾート観光協会ＷＥＢサイト、

KU-KURU
✓ その他、個別の観光情報サイト

✓ たべログなどの飲食Ｗｅｂサイト
✓ VACANＭＡＰ（飲食店混雑情報）
＜翌日の行動予定＞
✓ 天気予報Ｗｅｂサイト
✓ ＷＥＢサイト（ＮＩＳＥＫＯＵＮＩＴＥＤ）天
気･運行情報

✓ ㈱ニセコリゾート観光協会ＷＥＢサイト、
KU-KURU

✓ その他、個別サイト

課題

タッチ
ポイント

✓自宅 ✓自宅

✓空港（出発）

✓ 空港（到着：千歳等）
✓ 鉄道駅（札幌駅、倶知安駅等）
✓ ホテル
✓ ゲレンデセンターハウス

✓ ホテル

✓ニセコエリアを対象に、個別のリゾート情報サイトは
あるが、旅行者の多様な行動パターンに即したまと
まった情報提供サイトが不足

✓現地の混雑情報に関する情報は取得できない。

✓ゲレンデの天候・リフト運行等の基礎的なリアルタイム情報は提供してい
るが、旅行者が快適にかしこく現地で観光・アクティビティを楽しみなど、
滞在時満足度を高めるための情報が不足（ゲレンデ・飲食店の混雑情報、
バス運行情報など）

✓より旅行者の満足度を高めるため、その時々に応じた多様な行動の選
択肢を提供するＷＥＢサイトがない。

✓情報がまとまっていない。

①●●で食べた食材、お酒を、自宅でも
楽しみたい

②違うシーズンでは楽しめる？

旅行者の満足度
向上に資する提
供すべき情報

✓ ㈱ニセコリゾート観光協会ＷＥＢサイト、
KU-KURU

✓ 自宅

✓ニセコエリアを対象に、個別のリ
ゾート情報サイトはあるが、旅行
者の多様な行動パターンに即し
たまとまった情報提供サイトが
不足

✓観光集約マップ（街Map）
コンテンツ 飲食店情報、温泉施設情報、アクティビティ施設情報、リフト運行

情報、バス運行情報

✓ トレイルマップ（山Map）
コンテンツ ニセコ全山リフト運行状況、各リフトへのアクセス方法

レストハウス混雑状況、バス運行情報、駐車場混雑状況
天候情報（ゲレンデコンディション）

✓宿泊データ分析システムの活用

コンテンツ宿泊客予約データ
宿泊施設キャパシティデータ
宿泊施設の混雑情報の提供

✓ KU-KURUの拡充
プロモーション性の高いＷＥＢサ
イトへの拡充

15

各システムは、観光客のカスタマージャーニーを踏まえつつ、利用イメージを確立した上で構築する。



観光集約マップ(Ⅰ.街ＭＡＰ)

✓観光客等が行先検索に主に利用するGoogle Map、ニセ
コエリアで観光客が最も手にする紙媒体である「ニセコ
リゾートマップ」等を活用し、現在、作成元の違いでバ
ラバラに存在する観光情報（観光施設情報、飲食店情報、
旅先納税クーポン情報）を重ね、媒体情報の連携を強化
（ポータルサイト化）する。

✓集約した観光情報は、アクティビティが集積する山間部
エリア、アクティビティ後に過ごす街エリアに区分する
とともに、観光客に向け予約前～旅前～旅中の観光行動
を最大化するために、各フェーズに適した情報を分類し
て提供する。

✓特に旅ナカについて重視し、前ページに示す観光客のカ
スタマージャーニーを踏まえつつ、利用イメージを確立
した上で、観光情報・混雑情報とデジタルマップを直感
的なUIで提供し、使いやすさを実現する。

旅ナカ出発前旅マエ対応フェーズ

ターゲット
種別

ニセコエリアに関心・興味
のある人

➡潜在的需要
(予約へ誘導)

ニセコエリアへの来訪
を予約し、出発前の人

➡地域内での
滞在性を向上

ニセコエリアに
滞在中の人

➡地域内での行動･消費
の最大化

16

＋

観光集約マップ(Ⅰ.街Map)

トレイルマップ(Ⅱ.山Map)

⚫ 観光施設情報

⚫ 飲食店情報

⚫ 旅先納税クーポン情報

デジタル化・ポータルサイト化

連
動

重視

5-2．システムのＵＩ・ＵＸ



観光集約マップ(Ⅰ.街ＭＡＰ)

■街ＭＡＰのシステム概要

観光集約マップ
街Map

システム設計内容 担当事業者名

・観光集約マップの開発・構築（街Map） 株式会社RoomBoss

・WINE&DINEやAIチャットボットなどの主にNPB所有データの整理や
アップロード

Epeshiro事務代行
サービス

・WINE&DINE座標データ提供 ヤマノコデザイン

飲食店情報
（店舗概要･位置･営業情報）

[掲載情報コンテンツ]

温泉施設情報
（温泉概要･位置）

リフト運行情報

バス運行情報

アクティビティ施設情報

17



観光集約マップ(Ⅰ.街ＭＡＰ)

■各種関連観光サイト（既存site）からの誘引

18

■ニセコリゾート観光協会｜公式サイト ■倶知安町｜公式サイト ■ニセコプロモーションボード｜公式サイト

✓ニセコエリアでは、スマートリゾート化への各団体による取組みにより、
多くのWebsiteが構築され、多くの人々により利用されている。

✓このため、既存の観光・リゾート関連のWebsiteからの誘導を図るため、
バナーを用意し、Niseko Digital Mapへの利用を促進を図っている。



観光集約マップ(Ⅰ.街ＭＡＰ)

■Niseko Digital Map 掲載contents

19

飲食店情報 アクティビ
ティ情報

旅先納税
情報

温泉情報 タクシー・レ
ンタカー情報

リフト運行情
報

イベント情報 シャトルバス
運行情報

更新
タイミング

数か月毎
(1か月に1回程度)

数か月毎
(1か月に1回程度)

数か月毎
(1か月に1回程度)

数か月毎
(1か月に1回程度)

数か月毎
(1か月に1回程度)

リアルタイム 数か月毎
(1か月に1回程度)

リアルタイム

- - - - -

NISEKO UNITED
にて管理している
リフト運行情報へ
リンク

-

シャトルバスに搭
載したGPSによる
受信した位置情報
をリアルタイムで
表示

データソース ニセコプロ
モーション
ボード加盟・
登録施設

ニセコプロ
モーション
ボード加盟・
登録施設

旅先納税KU-
KURU登録店

ニセコプロ
モーション
ボード・各観
光協会等加
盟・登録施設

ニセコプロ
モーション
ボード・各観
光協会等加
盟・登録施設

NISEKO 
UNITED
(スキー場運
営会社による
組織）

ニセコプロ
モーション
ボード加盟・
登録施設

ニセコプロ
モーション
ボード加盟・
登録施設

✓作成元の違いでバラバラに存在する観光情報（観光施設情報、飲食店情報、旅先納税クーポン情
報）を『Niseko Digital Map』へ集約、さらにリフト運行情報・シャトルバスの運行情報などリア
ルタイムデータを加え、瞬時に認識できるピクトを用いてわかりやすいポータルサイトとして構築
している。



観光集約マップ(Ⅰ.街ＭＡＰ)

■UI/UXデザインへの基本的工夫①

20

直観的に認識できる
ピクトデザイン

スケールに応じた施
設の自動集約
※施設が重なること
による判別しにくさ
の解消

多くの人々に利用さ
れているGoogle 
Mapの活用

表示範囲に含まれる
施設の写真等による
イメージ表示
各施設の特徴のビ
ジュアル表現による
関心の引き寄せ

✓来街者のスマートな行動、回遊促進を図るため、直観的に認識、検索ができるUIデザインを適用



観光集約マップ(Ⅰ.街ＭＡＰ)

■UI/UXデザインへの基本的工夫②

21

Google Mapへのラ
ンドマークとなるイ
ラスト追加
現地とWEB上の認識
情報のイメージリン
クを実現

簡単なエリア変更
［エリア区分］
・アンヌプリ
・花園
・ヒラフ
。ニセコビレッジ
・倶知安町中心部
・ニセコ町中心部
・華山
・泉郷

正確な英訳対応
※自動翻訳で発生する固有
名詞の表記誤植の解消

上部メニューよりも細分化したメニューを用意することによるスムーズな施設検索
［検索区分］ 日本の料理、すし、送迎サービスあり、居酒屋、新和食、ハンバーガー、ラーメン、焼肉、ジンギスカン、

お鍋、グリル、そば、鉄板焼き、イタリアン、中華、バー、カフェ、スィーツ、インド料理、フレンチ、ピ
ザ、ビュッフェ、タパス、焼き鳥、スープカレー・・・・タクシー、レンタカー、不動産、デリバリー 等



観光集約マップ(Ⅰ.街ＭＡＰ)

■個別contents UI/UXデザイン_飲食店を探す

① アイコン・写真クリックにより、個別施
設情報を表示
（施設名、特徴、エリア、営業時間、

Google飲食店評価 等）

② Google mapと連動させ、Google map
のルート検索機能で施設へのアクセス
ルート等を表示

③ 各施設の詳細情報（施設HPへリンク）

など、施設に関連する多様な情報を提供し、
必要な情報がないために他のサイトでの再検
索するようなわずらわしさを排除

22

①

②③



観光集約マップ(Ⅰ.街ＭＡＰ)

■個別contents UI/UXデザイン_アクティビティを探す

23

① アイコン・写真クリックにより、個別施設情報を表示
（施設名、特徴、エリア、営業時間、

Google飲食店評価 等）

※ Google mapと連動した施設へのアクセスルート等を表
示、各施設の詳細情報（施設HPへリンク）は、飲食店
と同様

①



観光集約マップ(Ⅰ.街ＭＡＰ)

■個別contents UI/UXデザイン_旅先納税 KU-KURU

24

① 旅先納税KU-KURUと連携している施設を表示（飲食
店・アクティビティの施設情報ともリンク）。アイコ
ン・写真クリックにより、個別施設情報を表示
（施設名、特徴、エリア、営業時間 等）

※ Google mapと連動した施設へのアクセスルート等を表
示、各施設の詳細情報（施設HPへリンク）は、飲食店
と同様

①



観光集約マップ(Ⅰ.街ＭＡＰ)

■個別contents UI/UXデザイン_温泉を探す

25

① アイコン・写真クリックにより、個別施設情報を表示
（施設名、特徴、エリア、営業時間 等）

② ニセコ湯めぐりパスとの連携を視野に、パスの案内な
どを表示

※ Google mapと連動した施設へのアクセスルート等を表
示、各施設の詳細情報（施設HPへリンク）は、飲食店
と同様

①

②



観光集約マップ(Ⅰ.街ＭＡＰ)

■個別contents UI/UXデザイン_タクシー＆レンタカーを探す

26

① アイコン・写真クリックにより、個別施設情報を表示
（施設名、特徴、エリア、営業時間 等）

※ Google mapと連動した施設へのアクセスルート等を表
示、各施設の詳細情報（施設HPへリンク）は、飲食店
と同様

①



観光集約マップ(Ⅰ.街ＭＡＰ)

■個別contents UI/UXデザイン_リフト運行情報をチェック

27

① リフト運行情報を一覧表示。４つのスキー場を個別選
択可能でき、各スキー場の気象情報も表示。
（リフト運行情報、気象情報（山頂・山麓））

② トレイルＭＡＰへリンク

①

②



観光集約マップ(Ⅰ.街ＭＡＰ)

■個別contents UI/UXデザイン_イベントをチェック

28

① アイコン・写真クリックにより、イベント情報を表示
（施設名、特徴、エリア、営業時間 等）

※ Google mapと連動した施設へのアクセスルート等を表
示、各施設の詳細情報（施設HPへリンク）は、飲食店
と同様

①

地図上には、イベント開催地に
加え、開催までの時間を表示



観光集約マップ(Ⅰ.街ＭＡＰ)

■個別contents UI/UXデザイン_バス・バス停をチェック

29

① シャトルバスの位置をリアルタイムで地図上に表示
「more information」クリックにより、バス停間のバ
スの位置、運行の遅延情報を表示

② バスアイコンには、次のバス停を表示

①

②



トレイルマップ(Ⅱ.山ＭＡＰ)

✓リフト運行情報、飲食店情報、アクティビティ情報、バス運行情報などの観光情報は、アクティビ
ティが集積する山間部エリア、アクティビティ後に過ごす街エリアに区分する。

✓山岳部エリアにおけるマップ（トレイルマップ）は、主たる要素がスキー場であるため、Google
mapを活用するのではなく、滑走ルートやリフトの位置が判別しやすい既存の紙マップをデジタル
化し、これにリフト運行情報、レストハウス・駐車場混雑情報、シャトルバス運行情報などのリア
ルタイムデータを付加して構築する。

✓リアルタイムデータは、１分ごとに情報更新している。
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図 トレイルマップ（紙媒体）



トレイルマップ(Ⅱ.山ＭＡＰ)

■トレイルＭＡＰのシステム概要

トレイルマップ
山Map

システム設計内容 担当事業者名

「トレイルマップ」（ニセコUNITEDのアニメーションマップ）に、
バス運行状況(運行中・運休中)追加 ◆方法:API（受け）

株式会社ユキヤマ

AIカメラ、IoT手動式カメラの導入・設置
・AIカメラ1台（花園レストハウス）
・手動式混雑度検知システム（駐車場2か所）
「トレイルマップ」への下記情報の反映
・APIによりYukiyamaに接続

株式会社バカン

「トレイルマップ」（Yukiyama社の制作）に反映するための、
バスロケシステムのデータの吐き出し。◆方法：API

株式会社メディアマ
ジック

・レストハウス（キングベル）の混雑度の「トレイルマップ」への情報提供
・APIによりyukiyamaに接続

東急リゾーツ＆ステイ

[トレイルマップ（紙媒体）]

駐車場混雑状況
（駐車場開業情報、駐車場満空(混雑)情報）

レストハウス混雑状況
（HANAZONOレストハウス・東急リゾートレストハウス）

ニセコ全山リフト運行状況

バス運行状況
（運行中（バスロケ）・運休中）

トレイルマップのデジタル化 (ウィジェット形式)

[掲載コンテンツ]

天候情報
（天気、気温、風向風速、積雪、雪質）

API接続
等による
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トレイルマップ(Ⅱ.山ＭＡＰ)

■街ＭＡＰからのリンク（連動）

32

✓ ニセコエリア全体の観光情報を一体的に提供するため、
トレイルMAPは、街MAPからの連動を図るものとして
いる。



トレイルマップ(Ⅱ.山ＭＡＰ)

■トレイルMAP 掲載contents
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① リフト運行状況

② レストハウス混雑状況

③ シャトルバス運行情報

① リフト運行状況
（テキスト形式）

④ 気象情報（山麓・山頂）

［気温、積雪深、降雪量、雪質
風向風速］

図 PC上Webサイト表示画面 図 スマートフォン表示画面



トレイルマップ(Ⅱ.山ＭＡＰ)
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■個別contents UI/UXデザイン_リフト運行情報

✓ リフト運行情報は、全山すべてのリフトを対象に、以下のス
テータスでリアルタイム表示。

✓ マップ上表示だけでなく、テキスト形式でも表示。



トレイルマップ(Ⅱ.山ＭＡＰ)

35

■個別contents UI/UXデザイン_シャトルバス運行情報

✓ シャトルバスの運行情報は、Google map
とは異なり、イラストマップに経度経度情
報を持たないため、バスのGPSから発信さ
れる緯度経度情報をもとに、システム上で
位置を特定、どこのバス停間を運行してい
るのかを判別して、バス停間をどの方向に
移動しているのかが判別できる程度に表示。

＜拡大イメージ＞

＜シャトルバス全線＞



トレイルマップ(Ⅱ.山ＭＡＰ)
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■個別contents UI/UXデザイン_レストハウス混雑情報

✓ レストハウスの混雑情報は、レストハウス
の入口のAIカメラを設置し、利用者の出入
り状況を観測し、入込者数から満空状況を
以下のステータスで表示

✓ 一部のレストハウスについては、リニュー
アルの予定があるため、手動で満空情報を
入力し、表示

＜AIカメラを設置したレストハウス＞

・HANAZONO EDGE

・ヌックアンヌプリ

＜手動対応としたレストハウス＞

・ヒュッテキングベル



トレイルマップ(Ⅱ.山ＭＡＰ)
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■個別contents UI/UXデザイン_駐車場混雑情報

✓ 駐車場の混雑情報は、シーズン中において
混雑する駐車場を対象に、以下のステータ
スで満空情報を提供

✓ 満空情報は、駐車場スタッフが手動で満空
情報を入力し、表示

＜対応している駐車場＞

・ヒラフ第一駐車場

・サンスポーツランド駐車場



データ収集分析プラットフォーム

✓地域内における観光旅客流動の動きの全体像を把握するマクロ的視点でのデータ（宿泊者データ）
に加え、その旅客流動の特性を把握するミクロ的視点データ（宿泊客個人属性データ）を収集する。

✓収集したデータは、宿泊者の属性に応じた詳細分析が可能なデータとして加工、プラットフォーム
上での簡単操作でグラフ・図等を通じた見える化を図る。

✓また、近い未来の需要予測（宿泊需要予測・観光需要予測）をシステム的に実施し、プラット
フォーム上での表示、及び地域データポータルサイトへAPI接続し、潜在的宿泊客・宿泊予定（予
約済）客へ提供する。
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＜過年度構築したデータ収集分析プラットフォーム＞



データ収集分析プラットフォーム

■データ収集分析プラットフォームのシステム概要

各事業者の主な対応内容

ニセコプロモーション
ボード
①AIチャットボットデータ
など保有するデータを
DMOPFに登録

RoomBoss
①先予約インデックスデー
タの作成および定期的な
アップロード処理

DMOPF（OT）
①本事業用の専用ダッシュ
ボード画面の作成
②宿泊実績をもとに需要予
測データの作成及び表示
③先予約データの取り込み
表示
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✓ 近い未来の需要予測（宿泊需要予測・観光需要予測）をシステム処理し、プラットフォーム上での表示を行うため、
AIチャットボットデータ、先予約インデックスデータを収集し、そのデータをもとにニセコエリアの需要予測処理
を実施、需要予測に関連するデータをプラットフォーム上の表示している。



データ収集分析プラットフォーム

■宿泊者数の予測手法の概要

➢ ＡＩ学習に用いるデータ期間

2020年12月01日～予測日前日までのデータ

➢ 予測対象

ニセコエリアに宿泊する日別の宿泊者数
（ニセコ町、倶知安町、蘭越町）

➢ 予測期間

予測実行日から180日間

➢ 予測に利用したデータ

・休日・祝日（内閣府HPより）

・周辺地域宿泊状況データ（観光予報PF）

・海外祝日（中国・オーストラリア）

➢ 予測対象項目

・延べ宿泊者数_日別
・居住国
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■宿泊者数と各データの相関

関連データ 相関係数

延べ宿泊者数 1.000000

周辺地域宿泊状況

（観光予報PF）
0.708665

休日（日本） 0.274306

休暇（中国） 0.129839

休暇（オーストラリア） 0.214142



データ収集分析プラットフォーム

■先予約レポート（ダッシュボード）

✓ ダッシュボードでは、推定を行った予約データをもとに前年
比との比較をベースに、以下のデータを表示。

41

表示データ 概要

予約人泊の前年同月比 最新の各日にち毎予約人泊数を昨シーズ
ン同日の予約人泊数で割った値

昨シーズン同日時点の
予約完了比率

昨シーズン同日の予約人泊数を昨シーズ
ン同日の宿泊実績で割った値

前週の平均予約数に対
する予約数割合

最新の各日にち毎予約人泊数を「表示時
間」の前一週間前の平均予約人泊数で
割った値

昨シーズン冬季ピーク
期に対する予約数割合

最新の各日にち毎予約人泊数を昨シーズ
ン冬季ピーク週の平均宿泊実績値で割っ
た値

昨シーズン夏季ピーク
期に対する予約割合

最新の各日にち毎予約人泊数を昨シーズ
ン夏季ピーク週の平均宿泊実績値で割っ
た値

国別予約数割合 未来28日間の総予約人泊数のうち、最も
予約人泊数が多い国から上位９ヶ国、及
び10ヶ国目以下の国毎予約人泊数の割合



6. 事業の成果

事業目標に対する成果

42

本事業を通じた中長期的な事業目標として、以下のようにKGI・KPIを設定した。

以下のKGI・KPIについては、中長期的な事業目標であり、現時点での評価は行わず、数年後において調査を実施す
るものとする。。

〇観光客変動予報に基づくリコメンドによる冬期における需要の平準化

〇ニセコリゾートエリア全体のリフト運行状況・リフトステータス等の一括表示による、観光行動の最適化

〇旅先納税（KU-KURU）の利用促進

区分 目標項目 目標値 達成状況

KGI 年間・地域別の繁閑差の解消 繁閑差 対前年比減 ※現時点では計測不能

KPI 冬季の閑散/繁忙 現状48％ ➡ 55% 43％
最小宿泊者数／最大宿泊者数（冬期レギュラーシーズン）

区分 目標項目 目標値 達成状況

KGI リピーターの確保 リピート率 対前年比増 ※現時点では計測不能

KPI リゾート体験満足度の向上 満足90％（2019年 88.9％） ※現時点では計測不能

区分 目標項目 目標値 達成状況

KGI 経済波及効果 対2021年度以上
（2021年度 2,830千円）

18,754千円 達成率556％
（2023年2月上旬まで）

KPI 旅先納税額 対2021年度以上
（2021年度9,645千円）

72,610千円 達成率653％
（2023年2月上旬まで）



6. 事業の成果

実証内容に対する成果

43

本事業期間における事業目標として、以下のようにKGI・KPIを設定した。

❶観光客変動予報に基づくリコメンドによる冬期における需要の平準化

❷ニセコリゾートエリア全体のリフト運行状況・レストハウス混雑度等の一括表示による冬期の観光行動の最適化

❸旅先納税（KU-KURU）の利用促進

区分 目標項目 目標値 達成状況

KGI
冬期おける宿泊施設のプチ繁閑差の解消 対前年同期間比 減

2021年度シーズン 20％
2022年度シーズン 43％

冬期休業店舗数の抑制（飲食店等） 対前年同期間比 減
※統計調査は、現時点では未調査であり、
計測不能

KPI 事業期間内の繁閑の平準化（冬季の閑散/繁忙） 現状20％ ➡ 40%
（宿泊データより算定）

43％
最小宿泊者数／最大宿泊者数（冬期レギュラーシーズン）

区分 目標項目 目標値 達成状況

KGI リピーターの確保 リピート意向 50％ ※実証期間が十分ではなく、取組の普及
には至っておらず、現時点での計測は
実施しない。このため、利用者視点で
の街MAP、トレイルMAPの利用の評価
についてアンケート調査を実施した。

KPI 冬期におけるリゾート体験満足度の向上 現状(未計測)➡実証後(60％)

区分 目標項目 目標値 達成状況

KGI KU-KURUを経由したふるさと納税額の増加 対前年同期間比 ５％増 553％増

KPI KU-KURU公式ウェブサイトへのアクセス数 対前年同期間比 10％増
（サイト利用者数で観測）

11％増
21年：9,402PV 22年106,472PV



6. 事業の成果

実証内容に対する成果［❶観光客変動予報に基づくリコメンドによる冬期における需要の平準化］

44

■冬期おける宿泊施設のプチ繁閑差の解消、事業期間内の繁閑の平準化

✓ 宿泊データ分析システムによる集計による冬期レギュラーシーズン（12/17～2/28）の2022年度・2023年度の
延べ宿泊者数の推移は、以下の通りである。

✓ 期間内延べ宿泊者数の差は、コロナ感染拡大防止措置の緩和に伴い、2021年度に比較し、2022年度は明らかに
小さくなっている。

2021年度 2022年度

期間内
最大値

2,426 2,957

期間内
最小値

479 1,268

繁閑率
(閑散/繁忙)

20％ 43％

※対象期間： 冬期レギュラーシーズン
（12/17～2/28）

※除外日：正月前後（12/29～1/3）

※繁閑率：期間内最小値/最大値



6. 事業の成果

実証内容に対する成果［❷ニセコリゾートエリア全体のリフト運行状況・レストハウス混雑度等の
一括表示による冬期の観光行動の最適化］
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■利用者によるトレイルMAPの評価

✓ トレイルマップの評価にあたっては、右表の通り調査を実施し、231
のサンプルを得た。

✓ アンケート調査の集計結果は、以下に示す通りである。

項目 内容

調査期間 2023年2月10～29日

サンプル数 231サンプル

調査方法

➢ 関連Webサイト経由のア
ンケート調査

➢ 現地での聞き取りによる
アンケート調査

＜役立った情報カテゴリー・改善してほしい情報カテゴリー＞

✓ 役に立った情報は、リフト運行情報、及び気象情報である。

✓ 改善が求められる情報は、レストハウス・駐車場混雑状況・シャトルバス運行情報となっており、リフト運行情
報・気象情報ともに、情報の必要性ニーズが高いものと考えられる。

［一番使いやすく役立った情報カテゴリー］ ［一番使いにくく改善してほしい情報カテゴリー］
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＜トレイルMAPの入手先＞

✓ トレイルMAPの入手先は、主にニセコユナイテッド公式サ
イトからである。トレイルMAP公開以前より、多くの観光
客がニセコユナイテッド公式サイトでスキー場情報を得て
いたことを裏付けている。

［トレイルMAPをどこで入手したか］

＜サンプルの属性＞

［性別］ ［年齢別］



実証内容に対する成果［❷ニセコリゾートエリア全体のリフト運行状況・レストハウス混雑度等の
一括表示による冬期の観光行動の最適化］
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■利用者による街MAPの評価

✓ 街マップの評価にあたっては、右表の通り調査を実施し、221のサン
プルを得た。

✓ アンケート調査の集計結果は、以下に示す通りである。

項目 内容

調査期間 2023年2月10～29日

サンプル数 231サンプル

調査方法

➢ 関連Webサイト経由のア
ンケート調査

➢ 現地での聞き取りによる
アンケート調査＜役立った情報カテゴリー・改善してほしい情報カテゴリー＞

✓ 役に立った情報は、飲食店、バス位置情報である。両情報は改善も求められており、共に重要な情報であるとい
える。

✓ 改善が求められる情報は、飲食店、アクティビティ、旅先納税、タクシー、バス情報位置、イベントなど多岐に
わたり、かつ改善が求められている点から情報の必要性ニーズが高いものと考えられる。

［一番使いやすく役立った情報カテゴリー］ ［一番使いにくく改善してほしい情報カテゴリー］



48

＜街MAPの入手先＞

✓ 街MAPの入手先は、チラシ・卓上POP・ポスターの二次元
バーコードからが多くなっており、一定のＰＲ効果が表れ
ている。

✓ また、ニセコユナイテッド公式サイト、倶知安観光協会公
式サイトなど、既存の観光関連サイトからのアクセスも多
くなっている。

［街MAPをどこで入手したか］

＜サンプルの属性＞

［性別］ ［年齢別］



6. 事業の成果

6-3．上手くいった点とその要因

上手くいった点 要因（工夫した点など）

街ＭＡＰの構築

■来訪者視点 ※街ＭＡＰ公開後、十分なＰＲ期間がなかったが、ごく一部の観光客において以下のような行動が見られた。

• 街ＭＡＰを宿泊客等が利用することにより、アフタースキー（食事・買い物等）のための場所検索、
Google mapとの連携によるルート検索が容易、写真を掲載することで店舗イメージが直観
的に確認でき、宿泊客の街なかでの回遊を促進することができたものと考えられる。現在は、
従業員不足のため、ホテル内レストランを営業できないホテルもあり、夕食のための街なかを
歩く多くの人々が確認された。類似する情報については、Google mapの施設検索でも情報
を得られるが、店舗等の情報鮮度はまちまちであり正確性に欠けるが、街MAPは最新の情報
提供しており、店舗の閉店等による観光客の不満の発生も抑制できている。また、店舗等への
ルート検索には、国内外の多くの人々が頻繁に利用するGoogle mapを利用することで、認
知性・操作性の向上に寄与している。

• 今シーズンにおいても、降雪の中、バス停でバス待ちのための来街者が見られた。一方、少数
ではあるが、街MAPにてリアルタイムにバス位置情報を提供することで、スマートフォンを手に
シャトルバスの到着数分前にバス停に移動する人も見られた。同様にホテルにおいてもバスの
到着と同時にホテルを出てバスに乗車する訪日外国人も確認された。

• 街ＭＡＰの拡大時においてランドマークとなる建物をイラストにて地図上に表示することで、慣
れない地でのスマホ上の地図と現地のイメージリングが用意となったとの意見が聞かれた。

■事業者視点

• 街ＭＡＰ完成後、街ＭＡＰに掲載されている事業者に対し、街ＭＡＰへの掲載について報告を
行った。その結果、一部の事業者（飲食店）において、新しく考案したメニューの写真への変更
依頼など、各店舗のＰＲに向けた能動的な行動が見られた。

49



上手くいった点 要因（工夫した点など）

トレイルＭＡＰ
の構築

■来訪者視点 ※トレイルＭＡＰ公開後、十分なＰＲ期間がなかったが、ごく一部の観光客において以下のような行動が見られた。

• トレイルＭＡＰにおいては、スキー場に数多く立地するレストハウス全てを対象に混雑状況を把
握するための設備を導入することは、コスト的に困難であったため、多くのレストハウスの内、
過去の利用傾向から利用者数が多く、混雑が見られるレストハウスを対象にＡＩカメラを設置し、
その情報をもとにレストハウスの混雑情報を提供した。これにより、混雑情報を提供しているレ
ストハウスでは、スマートフォンを片手にレストハウスの混雑状況を見ながら、混雑している時
間帯をさけて入店する人も数名ではあるものの見られた。

• このことから、今後、トレイルマップの利用が進むことにより、昼食をとるレストハウスの変更、
時間帯の変更などにより、レストハウスの利用の平準化、ひいては利用者の満足度の向上も期
待できる。

データ収集分析
プラットフォーム

■宿泊事業者視点

• 先の宿泊需要の提供にあたっては、実数を提供するのではなく、昨年シーズン同日比較、ピー
ク時比較などにより、データ提供を行った。このことにより、宿泊事業者においては、感覚的に
どの程度忙しい状況となるのかが理解しやすくなり、一部の事業者において、店舗の人員配置
やコストコントロールに活用されたことの声が聞かれた。
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上手くいかなかった点 要因、改善点

全般

• 事業期間が十分ではなかったことに加え、それぞれのシステム構築に際し、システムのあり方
や情報の見せ方を協議しながらシステム構築を進めたことにより、システム構築に手戻りが
生じ、システムの公開が遅延した。このため、システムの仕様を確定ための協議期間と、シス
テム開発期間を明確に区分したスケジュールで事業を推進し、システム開発の手戻りの抑制
を図っていくことが必要である。特に、システムの仕様を確定ための協議については、関係者
間で十分な意見交換を実施し、システム仕様にとりまとめ、この仕様に対する合意形成を期
間内で図ることに留意する。

街ＭＡＰの構築

■来訪者視点

• 街マップでは、アクティビティ・イベント情報を提供している。両情報については、グリーン
シーズンの情報も含まれており、現地の来訪者にとっては、不要な情報となった。但し、一方
では、スノーシーズン・グリーンシーズンを区分し、切り替え表示することで、グリーンシーズ
ンの魅力をＰＲすることもできるものと考えられる。

• 特に、グリーンシーズンに関する情報発信については、観光客の気持ちの高揚感が得られる
タイミング（夕食～就寝時間帯、帰宅道中）についてカスタマージャーニーを想定しつつ検討し、
着実に再来訪につながる時間帯での効果的な情報発信方法（アプリを介したpush通知）を
検討・実施することが必要である。

■事業者視点

• 飲食店の混雑情報の提供については、「混雑していない＝人気がない」と捉えられかねない
とする事業者の声があり、総体としての同意が得るにいたらず実現できなかった。「混雑して
いない＝人気がない」というネガティブな発想を払拭すべく、実際の利用者の声（例：空いて
いるところを探すことを優先など）を個別事業者に届けるための説明会を開催するなど、シ
ステム意義を周知していくことが必要である。

6-4．上手くいかなかった点とその要因

6. 事業の成果
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上手くいかなかった点 要因、改善点

トレイルＭＡＰ
の構築

■事業者視点

• バスの運行情報、レストハウスの混雑情報については、機器設置コストの問題のため、今期事
業では、一部手動での情報収集となっている。このため、通常業務に加えて、混雑情報の発信
も必要となる。このため、バス運転手・レストハウススタッフの手が回らない繁忙時間帯にお
いては、混雑情報の発信まで手が回らないとの声が聞かれた。その結果、一部時間帯におい
てにデータの正確性にも影響している。

• バスの運行情報、レストハウスの混雑情報は、繁忙時間帯にこそ重要な情報であり、バスにつ
いては、GPSの全車両への搭載、レストハウスではＡＩカメラの設置などにより、人的負担の
軽減と正確な情報の集約を図る必要がある。

＜システム上の表示（空き）＞ ＜実際の状況＞

データ収集分析
プラットフォーム

■宿泊事業者視点

• 宿泊施設の予約情報については、データ収集分析プラットフォームでの先予約データ（需要予
測）の推計だけでなく、旅マエ（予約時）に有用な情報として街Map等を通じて混雑情報とし
ての提供を想定していたが、飲食店の混雑情報の提供の問題と同様に、「混雑していない＝
人気がない」と捉えられかねないとする事業者の声があり、総体としての同意が得るにいた
らず実現できなかった。「混雑していない＝人気がない」というネガティブな発想を払拭すべ
く、実際の利用者の声（例：空いているところを探すことを優先など）を個別事業者に届ける
ための説明会を開催するなど、システム意義を周知していくことが必要である。
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参考：実証地現地利用者インタビュー結果

区分 要因、改善点

街ＭＡＰ
関連

▶日本人宿泊客（40代夫婦）

• スキーが好きであり、ニセコには数年毎に来ている。これまでは、いろんなサイトを見て情報を集めていたが、
一度に必要な情報が見られる「街ＭＡＰ」は便利と思う。

• コロナ過では、営業しているお店を探すのが一苦労であり、営業情報も確認できると良い。

▶日本人宿泊客（50代夫婦＋その子供）

• イベント情報の多くは、来年度の夏の情報しかない。アクティビティも夏のものが多いと感じた。この時期に
必要なのでしょうか？。地図上のマッピングされていると混乱する。スノーシーズンとグリーンシーズンを区
分してみることができれば、グリーンシーズンに来てみたいと思うかもしれない。

• 先ほど、HANAZONOでジップラインをみた。夏に来てみたいと感じた。

▶中国人宿泊客（カップル？・夫婦？、年齢不明）

• イラストは良い。わからない土地なので、地図と現地が頭でリンクできる。宿泊しているホテルと行きたいお
店までの方向も直観的にわかる。

▶オーストラリア人宿泊客（男性２人組、年齢不明）

• シャトルバスの運行情報は、正確だね。Ｇｏｏｄ！。

▶オーストラリア人宿泊客（男女グループ、年齢不明）

• どの店がオープンしているのか、正確な情報が欲しい。飲食店を探すために多く歩いた。

トレイルＭＡＰ
関連

▶日本人（30代男性）

• 山頂の天気は変わりやすいので、積雪や気温だけでなく、視界がどうなっているのか情報があるといい。
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参考：実証地現地利用者インタビュー結果

区分 要因、改善点

トレイルＭＡＰ
関連

▶日本人宿泊客（50代夫婦＋その子供）

• イベント情報の多くは、来年度の夏の情報しかない。アクティビティも夏のものが多いと感じた。この時期に
必要なのでしょうか？。地図上のマッピングされていると混乱する。スノーシーズンとグリーンシーズンを区
分してみることができれば、グリーンシーズンに来てみたいと思うかもしれない。

• 先ほど、HANAZONOでジップラインをみた。夏に来てみたいと感じた。

• リフトの運行情報に加えて、そのリフトがフード付きなのか、一人乗り用なのかわかるといい。子供をつれて
いると、一人乗り用は、ちょっとつらい。

日本人宿泊客（30代男性グループ）

• レストハウスの混雑は、すべての施設が載ってないよね。この（ヒュッテキングベル）の上のあの施設が載っ
てない。混雑情報がなくてもよいので、レストハウスが載っているとよい。

• リフトの混雑情報もわかるといい。HANAZONOの一番上のリフトは、長蛇の列ができていたので、回避し
て下に降りてきた。

▶アメリカ人宿泊客（男性４人組、年齢不明）

• ニセコの雪は、最高だ。山頂で、昨夜どのくらい積もったんだ。これから山頂へいくけど、情報があるといい。

▶オーストラリア人・中国人宿泊客（男女カップル、年齢不明）

• ここ（ヒュッテキングベル）は空いている表示だったけど、混んでるね。システムエラーかな？。

▶中国人宿泊客（男女カップル、年齢不明）

• リフト付近からバス停へのルート検索ができるといい。ボードを担いでどのくらい歩かないといけないのか
がわかると降りてくる場所も決めることができる。

• バスが走っていることがわかるのはよい。雪が降っているので、どのくらい待ち続ければよいのかわかって
良い。
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参考：実証地現地利用者インタビュー結果

区分 要因、改善点

データ収集分析
プラットフォー

ム

▶ホテルＡ

• ニセコ宿泊予想レポートを店舗の人員配置やコストコントロールに活用させていただきており大変助かって
います。ありがとうございます！

▶ホテルＢ

• 現時点では前年同日比など比較データの閲覧しかできないのですが、純粋にニセコエリアの宿泊人数を知
ることもできますか？

• 実際にどのくらいの人が動いているのかを知りたいです。



7. 事業で得られた成果

7-1．成果の分析・評価

56

■来街者の視点

✓様々な観光情報を集約、ポータル化することで、旅ナカシーンでまとめて必要な観光情報等を確認し
やすくなった。

✓レストハウスや駐車場の混雑情報、リフトやバスの運行情報など、リアルタイムな情報提供は、来街
者の効率的（スマート）な行動を促すことにつながっているようである。

■地域観光関連団体の視点

✓本実証を通じて、多くの事業者が一つのテーブルの上で観光DXについて意見交換できた。これによ
り観光DXの有効性を共有でき、地域としてのDX化に向けて、出来ること・懸念点が明らかとなった。

✓但し、データの開示範囲については、各事業者の営業上の思惑から共通理解を得るには至らなかった。

✓各事業者がそれぞれに提供している情報＋新たなリアルタイムデータのポータル化により、情報を集
約した基盤構築の有用性について確認することができた。

■個別観光事業者の視点

✓本実証を通じて、個々の施設情報を来街者へ提供することをきっかけに、個々の事業者においては、
施設情報を最新のもの、もしくは特徴あるものに変更するなど、能動的な動きも見られた。



7. 事業で得られた成果

技術やツールを用いて解決した課題
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■来街者の視点

✓街MAPの提供により、飲食店の営業情報を入手しやすくなったとの意見が見られた。コロナ過の影響
により、一部のホテルではスタッフ不足により、夕食の提供が難しくなっており、コロナ過において
度々見られた夕食難民の軽減に貢献しているものと考えられる。

✓レストハウスや駐車場の混雑情報の提供により、ごく一部ではあるが、混雑していないスキー場レス
トハウスや駐車場を利用しようとする行動も見られた。今後、こうした観光客の動きが多くなること
で、スムーズなスキー場利用が実現し、観光客の満足度も向上するものと考えられる。

✓アクティビティ情報やイベント情報については、グリーンシーズンにおけるコンテンツも含んでおり、
こうした情報を閲覧した観光客の一部からは、グリーンシーズンでの再来訪を思考する声も聞かれ、
スノーシーズンとグリーンシーズンの繁閑差の緩和に貢献できるものと考えられる。

■地域観光関連団体の視点

✓宿泊データ分析システム（先予約レポートの算出）を実現することで、今後の取組みの検討へのデー
タ活用に期待を寄せる声も聴かれた。



7. 事業で得られた成果

技術やツールを用いて解決した課題
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■個別観光事業者の視点

✓街MAPの提供により、来街者が飲食店情報を入手できるようになり、夕食をコンビニやスーパーで済
ませようとする宿泊者が飲食店を利用するようになったことで、繁忙期にはどこの飲食店も一様に混
雑が見られ、売上の貢献につながっているものと想定される。

✓宿泊データ分析システム（先予約レポートの算出）を実現することで、一部のホテルでは、仕入れの
検討、スタッフ配置にデータを活用しようとする声が聞かれ、効率的な経営の実現に貢献するものと
期待される。



8. 次年度以降の自走に向けて

8-2．次年度以降に解決すべき課題

8-1．次年度の体制

✓街MAP・トレイルMAPの構築によって、観光客へ効果的に情報提供を行うことのできる基礎的な基
盤を整備することができた。今後は、この基盤を地域の行政機関・DMOだけでなく、個々の宿泊施
設や飲食物販店での活用が期待される。このためには、各MAPや宿泊データ分析システムの構築意
義や活用方法を個々の宿泊施設や飲食・物販店に周知していくことが必要であり、倶知安町・ニセ
コ町の行政機関、観光協会、DMO、各業界団体が連携して周知や活用へのセミナーなどを実施して
いく。
例）宿泊事業者 ：エリアにおけるPMSの導入率の向上と、集積したデータ活用による効率経営の実現 等

飲食・物販事業者：観光協会やDMOへの加盟、各MAPを通じた旬な情報の発信 等

59

✓宿泊事業者、飲食・物販事業者の意識変容の促進が必要
現時点では、個々の事業者により営業上の思惑からデータ提供そのもの、もしくはデータの見える
化に難色を示している。その背景には、自らのデータを他の事業者が見ることができ、結果として
自社の営業へマイナスの影響がでるとの考えがある。自らのデータは他事業者は閲覧できないこと、
個々の事業者から提供されるデータの集合体を形成することに有意性があること、そのデータ活用
を通じて地域の観光振興に寄与することの理解を、研修会や個別説明等により、促していくことが
必要である。

✓データを集める仕組みからデータを活用した観光振興を実現する仕組みへの移行
令和４年度事業では、地域資源データ、リアルタイムデータを収集し、観光客等への見える化を実
現した。このシステムを活用・拡充し、各事業者が地域の観光動向・潜在的顧客動向を把握し、新
たな収益や効率的な事業運営へとつなげていく仕組みへ移行していくことが必要である。



8. 次年度以降の自走に向けて

8-3．次年度以降の取組方針

✓街MAP・トレイルMAPの拡充

• 各MAP構築の目的は、有効な観光情報の提供による地域の繁閑差の解消である。令和４年度に構築したMAPにより、一
定の効果が期待されるが、スノーシーズンとグリーンシーズンのコンテンツが混在、一部の施設のリアルタイム情報提
供にとどまっているなどの課題も顕在化している。

• 次年度以降においては、シーズンに合わせたコンテンツの仕分け、リアルタイム情報の拡充、旬な情報提供を可能とす
る仕組みを構築するなど、街マップ・トレイルMAPの拡充を推進する。

✓ 宿泊データ分析システムへの投入データ拡充、先予約推計モデルの強化

• 宿泊データ分析システムへ投入されている宿泊データのシェア率は、約20％である。先予約推計結果の精度
を高めるためのモデル構築を進めて、システムの有用性を高め、宿泊データのシェア率向上を図っていく。

• また、先予約データの宿泊施設、飲食・物販施設での活用に際しての有効性を高めていくため、エリアを細
分化した先予約データの提供、入込状況（混雑状況）の提供を行うことができるシステムへ拡充する。

✓ 情報閲覧のとどまらない、観光客のスマートな行動を支援するデータ活用の仕組みの構築

• 令和４年度の取組みを契機に、BtoBコンテンツとBtoC向けコンテンツを繋げる取組について、地域の主たる
事業者から能動的な提案があり、この提案を具現化により、情報閲覧のとどまらない、観光客のスマートな
行動を支援するデータ活用の仕組みの構築を図る。

✓ 地域一体化を目指した個別事業者（宿泊事業者、飲食・物販事業者）との連携体制の強化

• 地域事業者の経営能力の向上、観光客ニーズを踏まえたサービス提供とマーケティング能力を向上させ、地
域が一体となった持続的な観光地づくりを目指し、個別事業者（宿泊事業者、飲食・物販事業者）のデータ
活用への意識醸成を図っていく。
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9. その他

海外プロモーション施策
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胡誌麟 氏

台湾はもちろん香港でも人気ブロガー。
講師を務めるセミナーは有料でも毎回満員御礼。
主催を務めるFBグループ＠北海道旅游情報のメンバーの
約2割は香港在住。

Blog: PV約50,000

＠誌麟姊姊

台湾インフルエンサー

@北海道旅遊情報

グループメンバー
19.2万人

@誌麟姊姊私藏北海道

フォロワー3.7万人

北海道ファン層に特化した人気ブロガー
グループFB、出版著書にて
訪道リピーター層への訴求と情報拡散に期待！

誌麟姊姊 私藏北海道

https://chihlinsister.com/?p=2435

発信媒体：Blog/WEB記事

台湾在住

https://chihlinsister.com/?p=2435


9. その他

海外プロモーション施策
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台湾インフルエンサー

Aiky一點GO瘋旅行
発信媒体：YouTube

人気YouTuber、カメラマンとして台湾各所の美しさを発信YouTubeチャンネ
ルでは、台湾のルートや特徴、食べ物など、台湾の魅力を紹介している。
台湾国内の自治体との実績多数。とりあげるジャンルが多彩であることから
台湾・香港、幅広い層に人気がある。

@Aiky一點GO瘋旅行

チャンネル登録者数 22.4万人
総再生回数 2,837万4千回

Aiky一點GO瘋旅行（aikygo） 氏 台湾在住

台湾旅行系の大型YouTubeｒ。
北海道に来たことのない潜在層への掘り起こしが期待大！

https://www.youtube.com/watch?v=A9sHKVOuikM&t=14s



9. その他

海外プロモーション施策

63

香港インフルエンサー

我は何しに香港へ？

発信媒体：Facebook

和泉素行 氏

香港地上波TV局の日本紹介旅番組「じゃぱなび」や、その他Viu
TV 旅行番組多数出演中。AKB４８のイベントや、日本の地域プ
ロモーションイベント等の出演も多数。
TOYOTA、吉野家、Ricoh、100毛のYouTubeCMや広告起用で現
地知名度が高い。TVB、蘋果日報から取材を受け、香港ローカル
をよく理解する日本人として熱い支持を得ている。広東語、中国
標準語、日本語を使う。

香港をベースに芸能活動をする日本人タレント兼モデル。
露出度の高さから、幅広いファン層へ高い訴求力が期待できる！

香港在住

@我は何しに香港へ？
@SOKO 和泉素行

フォロワー1.7万人

＠sokoizumi

フォロワー11.3万人（合計）

@SOKO 和泉素行
我點解來咗香港? 我は何しに香港へ?

チャンネル登録者数 2.2万人

SOKO 和泉素行 https://www.facebook.com/profile/100044080733874/search/?q=%E8%A2%AB%E7%A8%B1%E7%82%BA%E6%97%A5%E6%9C%AC%E5
%94%AF%E4%B8%80%E5%98%85%E8%8B%B1%E8%AA%9E%E5%9C%88

https://www.facebook.com/profile/100063896407294/search/?q=%E8%A2%AB%E7%A8%B1%E7%82%BA%E6%97%A5%E6%9C%
AC%E5%94%AF%E4%B8%80%E5%98%85%E8%8B%B1%E8%AA%9E%E5%9C%88
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メインサイトに情報を集約する従来型のオンラインメディアとは
異なり、LIKE JAPANはFacebookなど各SNSチャネルから直接情
報を発信していく「分散型メディア」として展開するのが特徴。
これにより各ソーシャルチャネルのターゲット層に接触すること
ができ、より早いスピードで情報を拡散していくことが可能。 ま
た、公式サイトは月間70万PV/50万UU、Facebookは90万人を超
えたフォロワーを抱える大型メディアとなっている。

香港最大級の日本情報発信オンラインメディア

複数のチャネルからの直接配信により
拡散幅アップ

発信媒体：Facebook

発信媒体：Instagram

発信媒体：YouTube https://youtu.be/RCddAjmCjrk

発信媒体：WEB記事 https://www.likejapan.com/hokkaido/hokkai
do-winter-travel-part2/

https://www.facebook.com/likejpn/posts/pfbid02cNQJhCuwGvUS1
yRBFjMNUpTehcXsQA9vTJxS6DgLWHmoLTSD3p4Rc4KfRBET9C2Kl

https://www.instagram.com/p/CpT86jEhQtq/

https://youtu.be/RCddAjmCjrk

